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日
本
人
が
知
ら
な
い
日
本
評
価

　

日
本
の
Ｔ
Ｖ
番
組
に
は
日
本
を
評
価
す
る

外
国
人
た
ち
を
紹
介
す
る
番
組
は
多
い
。
欧

米
、
ア
ジ
ア
を
問
わ
ず
、
投
資
家
の
日
本
企

業
へ
の
注
目
度
も
高
い
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

増
加
し
つ
つ
あ
る
日
本
で
働
き
た
い
高
度
ス

キ
ル
人
材
は
円
安
も
あ
る
が
足
踏
み
状
態

だ
。

　

日
本
企
業
は
今
、人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、

外
国
の
高
度
ス
キ
ル
人
材
を
積
極
的
に
活
用

す
る
動
き
に
出
て
い
る
。
自
治
体
の
国
際
政

策
課
の
主
な
仕
事
は
地
元
の
役
所
や
企
業
に

外
国
か
ら
優
秀
な
人
材
に
来
て
も
ら
う
こ
と

が
業
務
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

米
オ
ラ
ク
ル
は
４
月
18
日
、
今
後
10
年
間

で
日
本
国
内
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
80
億
ド

ル
（
約
１
兆
２
０
０
０
億
円
）
を
投
じ
る

と
発
表
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
米
ク

ラ
ウ
ド
３
社
が
今
年
に
入
っ
て
表
明
し
た
対

日
投
資
額
は
計
４
兆
円
に
迫
る
。

　

世
界
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
戦
争
の
危
機

と
無
秩
序
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
加
速
を
止

め
る
一
方
、
国
家
の
安
全
保
障
を
軍
事
面
だ

け
で
な
く
経
済
活
動
に
も
広
げ
て
い
る
。
正

確
に
は
、
あ
る
国
が
同
盟
国
や
友
好
国
な
ど

近
い
関
係
に
あ
る
国
に
限
定
し
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ
ア

リ
ン
グ
が
加
速
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
企
業

は
日
本
を
選
ん
で
い
る
。

　

い
っ
た
ん
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
で
は
ア
メ

リ
カ
第
一
主
義
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
停
滞

し
た
が
、
そ
の
後
の
国
際
協
調
を
追
求
す
る

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
価
値
観
を
共
有
す
る
外

交
的
に
連
携
を
取
り
や
す
い
国
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
繋
が
る
動
き
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。
岸
田
首
相
の
訪
米
も
ア
メ
リ
カ
に

と
っ
て
は
同
盟
国
の
日
本
と
の
連
携
を
重
視

し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
は
、
基
本
的
に
経
済
に

お
い
て
は
同
格
の
関
係
を
望
ん
で
い
る
。
自

立
し
た
独
立
主
権
国
家
で
高
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
政
治
的
安
定
、
安
全
性
、
信
頼
性
が

高
い
こ
と
が
条
件
だ
。
日
本
は
そ
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
し
た
国
だ
。
無
論
、
軍
事
力

は
課
題
だ
が
、
中
国
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
前

に
、
日
本
も
戦
後
を
引
き
ず
っ
て
い
る
暇
は

な
い
。

　

ド
イ
ツ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
受
け
、
防

衛
力
を
大
幅
に
増
強
す
る
方
向
転
換
を
し
た

よ
う
に
、
日
本
も
そ
の
時
が
来
て
い
る
。
経

済
は
、
そ
れ
に
先
行
し
、
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ

ア
リ
ン
グ
が
米
中
対
立
に
よ
る
不
安
定
化
を

背
景
に
２
０
１
６
年
以
降
、
急
速
に
欧
米

で
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

問
題
は
戦
後
の
冷
戦
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
の
時
同
様
、
当
事
者
意
識
が
低
い
日

本
は
、
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ
ア

リ
ン
グ
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ
と

だ
。
興
味
深
い
の
は
日
本
同
様
戦
後
、
連
合

国
か
ら
封
じ
込
め
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
も
、
中

国
と
の
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
４
月
に

シ
ョ
ル
ツ
独
首
相
が
中
国
を
公
式
訪
問
し
、

独
中
関
係
の
強
化
で
合
意
し
て
い
る
。

　

日
本
も
ド
イ
ツ
も
「
同
盟
国
と
は
見
な
さ

な
い
」
国
々
と
の
間
の
分
断
の
進
行
を
恐
れ

て
い
る
。
フ
レ
ン
ド
・
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
を
進

め
る
中
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
対
象

と
な
る
も
の
は
、
半
導
体
や
レ
ア
ア
ー
ス
と

い
っ
た
世
界
各
国
が
重
要
視
す
る
物
資
で
、

各
国
の
連
携
な
し
に
は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
市
場
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐

れ
も
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
日
本
も
直
近
の
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
る
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、

多
く
の
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
世
界
の
ト
レ
ン
ド
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
長
期
的
な
利
益
の

拡
大
を
念
頭
に
入
れ
た
体
制
の
構
築
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
米
巨
大
ク
ラ
ウ
ド
３
社
の
大
規
模

投
資
は
、
自
国
の
デ
ー
タ
を
国
内
で
管
理
す

る
「
デ
ー
タ
主
権
」
か
ら
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど

情勢分析だけでなく
新たな状況を作り出す
日本が求められる
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の
国
家
間
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
長
年
導
入
に

及
び
腰
だ
っ
た
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
は
、

ア
メ
リ
カ
企
業
に
と
っ
て
は
必
須
条
件
の
は

ず
だ
。

　

試
さ
れ
る
新
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

日
本
は
世
界
の
急
変
に
実
は
20
年
以
上

逆
行
し
て
き
た
。
時
代
の
流
れ
に
目
ざ
と
い

は
ず
の
日
本
は
、
今
や
世
界
に
取
り
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
最
も
中
心
に
あ
る
の
が
、
か

つ
て
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
向
上
心
や
忠
誠

心
、
競
争
力
の
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
挑
戦
す
る
マ
イ
ン
ド
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。

　

原
因
に
は
長
年
、
野
放
し
に
な
っ
た
ゆ
と

り
教
育
や
競
争
原
理
を
否
定
す
る
悪
平
等
主

義
、
権
力
を
敵
と
す
る
組
織
へ
の
忠
誠
心
の

否
定
、
自
己
中
心
主
義
だ
。
貧
富
の
差
を
嫌

う
リ
ベ
ラ
ル
思
想
が
は
び
こ
る
中
、
皮
肉
に

も
失
わ
れ
た
30
年
間
で
勝
ち
組
と
負
け
組
の

差
が
逆
に
拡
大
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
人
材
が
求
め

ら
れ
て
も
、「
海
外
行
き
た
が
ら
な
い
症
候

群
」
が
蔓
延
し
、
海
外
に
出
て
い
く
ど
こ
ろ

か
、
引
き
籠
り
が
増
え
る
の
が
現
状
だ
。
能

力
よ
り
も
健
全
な
精
神
を
持
て
な
い
超
内
向

き
な
人
間
を
産
み
続
け
て
い
る
。

　

創
造
性
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
、
果
敢
に

未
知
の
世
界
に
挑
戦
す
る
マ
イ
ン
ド
は
失
わ

れ
、日
本
の
若
者
の
精
神
は
老
化
し
て
い
る
。

む
し
ろ
、
未
知
の
世
界
に
対
す
る
恐
怖
心
が

先
立
ち
、
海
外
に
出
る
こ
と
も
外
国
人
の
友

人
を
持
つ
こ
と
も
彼
ら
は
ス
ト
レ
ス
を
強
く

も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
セ
レ
ブ
の
贅
沢
な
生
活

に
は
憧
れ
る
。

　

近
年
、
苦
労
し
て
就
活
し
て
入
社
し
た
会

社
を
３
年
以
内
に
や
め
る
若
者
が
増
え
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
企
業
と
求
職
者
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
だ
。
特
に
大
手
企
業
の
場
合
は
、
未
だ
に

職
人
文
化
が
根
強
く
、
最
初
は
修
行
と
ば
か

り
に
希
望
し
た
職
種
は
無
視
さ
れ
、
何
の
興

味
も
持
て
な
い
部
署
に
配
属
さ
れ
る
。
下
積

み
に
意
味
を
感
じ
な
い
若
者
は
、
さ
っ
さ
と

辞
め
て
い
く
。

　

終
身
雇
用
を
保
証
で
き
な
い
の
に
、
会
社

は
相
変
わ
ら
ず
雇
っ
て
や
っ
て
い
る
と
い

う
意
識
が
抜
け
ず
、
修
行
に
耐
え
ら
れ
な
い

人
間
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
い
う
態
度
を

変
え
て
い
な
い
。
新
入
社
員
は
大
学
の
卒
論

で
書
い
た
内
容
が
会
社
で
は
何
の
意
味
も
な

く
、役
に
も
立
た
な
か
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら
な
い
。

　

会
社
や
上
司
か
ら
の
自
己
否
定
に
慣
れ
て

い
る
先
輩
上
司
は
「
何
も
で
き
な
い
く
せ
に

何
を
贅
沢
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と

頭
ご
な
し
に
新
人
を
否
定
す
る
。
結
果
的
に

自
立
心
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
持
て
な

い
、
異
文
化
環
境
で
は
と
て
も
や
れ
な
い
人

間
が
出
来
上
が
る
。

　

こ
ん
な
状
況
下
で
、
外
国
の
高
度
ス
キ
ル

人
材
を
雇
っ
て
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
筆

者
は
疑
問
に
思
う
。
実
際
、
郷
里
別
府
に
あ

る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
を
卒
業
し
た

ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
っ
た
大
阪
の
製
造
業
の
幹

部
か
ら
「
最
初
は
非
常
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
か
っ
た
の
に
、
１
年
後
に
は
元
気
が
な

く
な
り
別
人
の
よ
う
に
な
っ
た
の
が
理
解
で

き
な
い
」
と
相
談
を
受
け
た
ほ
ど
だ
。

　

コ
ロ
ナ
明
け
の
２
０
２
２
年
以
降
、
人

材
不
足
に
直
面
す
る
大
小
の
日
本
企
業
は
、

大
都
市
地
方
小
都
市
に
関
わ
ら
ず
、
外
国
高

度
ス
キ
ル
人
材
を
採
用
す
る
必
要
性
に
迫
ら

れ
て
い
る
。
結
果
、
日
本
国
内
の
企
業
に
適

応
で
き
る
ス
キ
ル
習
得
（
日
本
語
、
日
本
的

働
き
方
へ
の
順
応
、
日
本
の
生
活
慣
習
へ
の

適
応
）
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

外
国
人
材
の
適
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
に
必
要
な
受
け
入
れ
側
の
意
識
変
革
や
、

外
国
人
向
け
に
成
果
を
出
せ
る
日
本
理
解
と

日
本
企
業
で
必
要
な
ス
キ
ル
育
成
、
受
け
入

れ
側
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
養
成
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
異
な
る
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
養
成
は
不

可
欠
だ
。

　

同
時
に
企
業
そ
の
も
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
識
変
革
に
よ
っ

て
、
日
本
人
従
業
員
も
外
国
人
も
希
望
と
や

る
気
を
持
っ
て
働
く
環
境
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

感
じ
る
。

　

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
環

境
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、

日
々
、
世
界
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
込
ん
で
く
る

環
境
で
は
、
や
る
気
さ

え
あ
れ
ば
、
過
去
よ
り

も
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の

に
、
精
神
が
追
い
付
い

て
い
な
い
。
そ
の
一
方

で
日
本
で
は
見
た
こ
と


